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「田んぼアート２０１１」許距

　～みんなで田んぼ動物園をつくろう～

たんせつＨＯＴニュース鋸漁禦魚

　ふれあい田んぼ教室 開催

　札幌信濃中２年生がたいせつ地域で農業体験

　きゅうり共選・出荷開始

　加工グループ「豆腐と蒸カステラ」作り

　年金友の会春季パークゴルフ大会

　年金友の会親睦ゲートボール大会

　ＪＡＥＬシステム稼働開始

たいせつなここがポイント亨享

　（水稲・畑作編）

農業者年金について京

たいせつインフォメーション供

　農産物直売所からのお知らせ

　夏のちょきんぎょキャンペーン

理事会からのご報告など侠

生産現場で『食・農・命』のつながりを学生産現場で『食・農・命』のつながりを学習習
札幌市立信濃中113名がたいせつ地域で農業体験を行札幌市立信濃中113名がたいせつ地域で農業体験を行うう

７月号目次
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水
田
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
、
稲

の
葉
色
の
違
い
を
利
用
し
て
絵
を
描
く

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
た
「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
大
雪
山
連

邦
の
山
並
み
」
や
「
落
穂
拾
い
」
、

「
旭
山
動
物
園
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
様
々

な
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
年

を
重
ね
る
ご
と
に
完
成
度
の
高
い
作
品

と
な
り
、
見
頃
を
迎
え
る
と
、
た
く
さ

ん
の
人
に
観
覧
し
て
頂
き
、
遠
方
か
ら

も
訪
れ
る
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
絵
柄
は
、
「
ひ
ろ
ば
た
い
せ

つ
６
月
号
」
で
も
ご
紹
介
し
た
と
お

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
皆
さ
ん
に
親

し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
作
品
に
と
、

昨
年
に
引
き
続
き
旭
山
動
物
園
の
か
わ

い
い
動
物
達
に
決
ま
り
、
真
ん
中
に
は

今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
タ
ン
チ
ョ

ウ
舎
」、左
右
に
は
「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

館
」と
「
ア
ザ
ラ
シ
館
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
動
物
の
数

は
少
な
い
が
、
１
体
１
体
の
動
物
が
大

き
く
て
迫
力
が
あ
り
、
躍
動
感
溢
れ
る

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
の
種
類
は
、
昨
年
よ
り
１
種
類
増

え
４
種
類
の
稲
を
使
っ
て
描
い
て
い
ま

す
。
緑
色
に
は
北
海
道
産
米
「
ほ
し
の

ゆ
め
」
、
紫
色
に
は
「
紫
稲
」
、
黄
色

は
「
黄
稲
」
、
そ
し
て
今
年
新
た
に
赤

色
の
稲
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
表
現
の
幅
が
広
が
り
、
色
鮮
や
か
な

ア
ー
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
人
が
集
結
！

　
田
ん
ぼ
動
物
園
完
成
に
向
け
て

　

６
月
９
日
、
午
前
９
時　

分
、
こ
の

30

日
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
田
植
え
作
業
に

　

団
体
か
ら
約
２
０
０
人
が
集
結
し
ま

18し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行

委
員
会
を
代
表
し
て
松
田
直
人
実
行
委

員
長
、
地
域
を
代
表
し
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

柿
林
孝
志
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
ア
ザ
ラ
シ
班
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
班
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
班

に
分
か
れ
、
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て

班
ご
と
に
打
合
せ
を
行
い
、
い
ざ
田
ん

ぼ
へ
。
２
０
０
人
が
一
斉
に
田
ん
ぼ
に

入
り
、
図
面
を
見
な
が
ら
下
絵
に
沿
っ

て
植
え
ま
し
た
。
２
時
間
が
経
過
す
る

と
予
定
通
り
全
体
の
約
８
割
が
植
え
終

わ
り
、
ま
だ
紫
稲
で
縁
取
っ
た
動
物
の

輪
郭
が
薄
ら
と
わ
か
る
程
度
だ
が
、
皆

さ
ん
の
力
で
作
っ
た
田
ん
ぼ
動
物
園
は

今
年
も
き
っ
と
素
敵
な
作
品
に
生
長
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

泥
に
ま
み
れ
て
つ
い
に
完
成
！

　
春
光
小
３
年
生
　
名
も
田
植
え

97

　

午
後
１
時
か
ら
、
旭
川
市
立
春
光
小

学
校
３
年
生　

名
が
社
会
見
学
・
体
験

97

学
習
と
し
て
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田

植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
に

約
８
割
が
植
え
終
わ
っ
て
お
り
、
子
供

た
ち
が
残
り
の
２
割
を
植
え
る
と
完
成

し
ま
す
。

　

こ
の
日
、
子
供
た
ち
を
激
励
し
よ
う

と
、
西
川
将
人
旭
川
市
長
が
会
場
に
か

け
つ
け
ま
し
た
。
開
講
式
で
は
、
西
川

市
長
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
、
松

田
直
人
実
行
委
員
長
か
ら
農
業
と
お
米

松田直人　実行委員長

西川将人　旭川市長
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に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
子
供
達
は

真
剣
な
眼
差
し
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
子
供
た
ち
の
お
世

話
役
と
し
て
、　

名
の
農
家
の
方
に
ご

24

協
力
頂
き
、
子
供
達
は
、
田
植
え
の
方

法
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
裸
足
で
田
ん

ぼ
に
入
り
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

元
気
い
っ
ぱ
い
植
え
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

は
一
面
４
色
の
稲
で
埋
ま
り
、
つ
い
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

閉
講
式
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
に
関
す
る
質
問
、
お
米
や

農
業
に
関
す
る
質
問
が
飛
び
交
い
、
今

回
の
体
験
を
通
じ
て
、
普
段
食
べ
て
い

る
お
米
へ
の
関
心
が
強
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
田
植
え
作
業
は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
総
勢
３
０
０
名
の
手
に
よ
っ

て
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
稲
葉

が
色
づ
き
、
「
田
ん
ぼ
動
物
園
」
が
浮

か
び
上
が
る
の
を
心
待
ち
に
し
、
田
植

え
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

�������������������	
����������������

����
６月１日、２日で2700点を測量。
この作業によって絵が正確に表現さ
れています。

������
４月中旬、「田んぼアート」デザインが決定。今年も札幌市在住の杉
尾亜里さんにデザインして頂きました。また、震災の復興応援メッ
セージとして、左側に「ひとつになろう！日本」と入れています。

�����
５月中旬、荒井建設様により見
晴台の整備、階段設置を行う。

����
４月27日、青年部20名により田んぼアートで使用する４品種の播種
作業を実施。

�

�
�
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６
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
主

催
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
北
見
方
面
の
親
子
連
れ

総
勢　

名
が
参
加
の
も
と
、
田
植
体
験

80

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
教
室
」

は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
達
と
そ
の
保

護
者
を
中
心
と
し
、
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
の
一
連
の
農
作
業
を
通
し
て
、

稲
作
が
果
た
す
役
割
・
意
義
・
重
要
性

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
「
ご
は
ん
」

を
中
心
と
し
た
日
本
型
食
生
活
の
普
及

と
お
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
食

農
教
育
で
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好

の
田
植
え
日
和
の
な
か
、
東
鷹
栖
７
線

　

号
に
あ
る
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
圃
場
」

18の
一
部
に
て
田
植
え
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
裸
足
に
な
っ
て
昔
懐
か
し
い
苗
舟

を
引
っ
張
り
な
が
ら
、
親
子
で
力
を
あ

わ
せ
て
作
業
を
し
ま
し
た
が
、
「
も
っ

と
植
え
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
出
る
な

ど
、
子
供
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
り
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
田
植
え
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
テ
レ
ビ
に
も
出
演
さ
れ
て

い
る
料
理
研
究
家
、
「
東
海
林
明
子
」

さ
ん
に
よ
る
、
地
元
で
採
れ
た
食
材
を

使
っ
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ
く
る
調
理

教
室
が
開
催
さ
れ
、
大
雪
山
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
る
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
検
査
場

の
下
屋
を
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
と
し

て
、
楽
し
く
調
理
が
行
わ
れ
、
田
植
え

作
業
後
で
、
お
腹
を
す
か
し
て
食
べ
る

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
格
別
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
米
の
消
費
拡
大
と
し

て
お
米
か
ら
パ
ン
を
作
れ
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」
の
試
食
会
を
行
い
、
奥
さ
ん
方

は
興
味
津
々
で
し
た
。　
　
　

　

そ
し
て
、
お
子
さ
ん
に
人
気
の
「
米

ド
ン
」
の
実
演
も
行
い
、
ド
ン
製
造
機

の
大
き
な
音
に
も
怖
が
ら
ず
に
、
出
来

立
て
の
ド
ン
を
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

　

約
３
時
間
と
短
い
時
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変

好
評
で
あ
り
、
大
満
足
し
て
会
場
を
あ

と
に
し
ま
し
た
。

料
理
研
究
家　

東
海
林
明
子
さ
ん

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
教
室
 開
催

北
見
か
ら
親
子
　
名
田
植
え
体
験
　

80



たいせたいせつつ　ＨＯＴＨＯＴ　ニューニュースス

2011．7月号5

　

５
月　

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

31

札
幌
市
立
信
濃
中
学
校
２
学
年
１
１
３

名
が
た
い
せ
つ
地
域
に
お
い
て
農
業
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

時　

分
、
子
供
達
は
バ
ス
３
台
に

11

20

よ
り
東
鷹
栖
７
線　

号
Ｊ
Ａ
倉
庫
に
到

18

着
し
、
こ
の
日
、
子
供
達
の
体
験
に
ご

協
力
頂
く
受
入
農
家　

戸
の
出
迎
え
に

26

よ
り
対
面
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
面
式
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
協

議
会
柿
林
孝
志
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨

拶
、
そ
の
後
、
生
徒
代
表
よ
り
「
ご
迷

惑
を
か
け
ま
す
が
、
２
日
間
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
面
式
終
了
後
、
お
世
話
に
な
る
農

家
さ
ん
の
自
家
用
車
で
各
農
場
へ
移
動

し
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

田
植
え
作
業
も
終
盤
を
迎
え
、
水
田

で
は
田
植
機
が
動
い
て
お
り
、
子
供
達

は
、
普
段
食
べ
て
い
る
「
お
米
」
が
ど

の
よ
う
に
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
か
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
場
で
は
、
田
植
え

（
手
植
え
）
や
苗
箱
洗
い
、
ハ
ウ
ス
の

片
づ
け
、
野
菜
の
管
理
作
業
な
ど
、
普

段
農
家
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
仕
事

を
そ
の
ま
ま
体
験
し
ま
し
た
。
１
日
目

は
午
後
３
時　

分
に
終
了
し
、
子
供
達

30

は
そ
の
日
宿
泊
す
る
白
金
温
泉
へ
移
動

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
午
前
９
時　

分
よ
り
、
１

30

日
目
と
同
じ
農
場
で
体
験
を
行
い
、
子

供
達
は
、
１
日
目
と
違
い
元
気
よ
く
挨

拶
し
、
農
家
の
方
と
打
ち
解
け
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

午
後
１
時
に
農
業
体
験
は
終
了
、
最

後
に
お
別
れ
会
を
行
い
、
子
供
達
か
ら

お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
受
入
農
家
皆
さ

ん
と
記
念
写
真
を
撮
り
、
最
後
に
握
手

で
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　

半
日
を
２
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
は
、
た
だ

農
作
業
を
体
験
し
た
だ
け
で
な
く
、
人

と
の
接
し
方
や
礼
儀
も
学
び
大
変
有
意

義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

土
に
触
れ
、自
然
を
感
じ
、農
村
社
会
を
満
喫

札
幌
信
濃
中
２
年
生
が
農
業
体
験

グリーンハート協議会
柿林孝志会長
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女性部東鷹栖支部『加工グループ』

豆腐と蒸しカステラ作り

　東鷹栖支部「自家生産物加工グループ」で
は、６月15日に加工実習を行い、豆腐と蒸しカ
ステラを作りました。午前と午後に分かれて調
理をし、多くの方が参加されていました。
　午後には、蒸しカステラを蒸す作業で、スト
ップウォッチがスタートされておらず、蒸し時
間がわからなくなるハプニングもありました
が、無事おいしく出来上がりました。

鷹栖町農業振興公社

きゅうり共選・出荷開始
～10月下旬まで共選続く～

　６月８日、きゅうりの共選が鷹栖町農業振興
公社で始まりました。
　この「きゅうり」は、例年通り４月下旬から
５月上旬に定植され、４月下旬から５月上旬の
低温等もあり、部会員各自の徹底した管理をし
ましたが、昨年より１日遅れでの共選開始とな
りました。
　翌日の初セリでは、ＡＳ規格ＡＭ規格で２千
円／箱となり、平均すると例年より高めの単価
となりました。６月下旬には、日量15トンを超
えるきゅうりが共選されましたが、これからの
出荷により一層
期待します。
　共選は、10月
下旬まで行わ
れ、少しでも価
格に反映される
よう期待致しま
す。

ＪＡたいせつ東鷹栖年金友の会

コート開き親睦ゲートボール大会
～白熱の試合、優勝は宇佐美チーム～

　ＪＡたいせつ東鷹栖年金友の会では、６月７
日コート開き親睦ゲートボール大会が開かれま
した。
　コート整備後、年々ゲートボールプレイヤー
が減少しているなか、15名の参加により試合が
始まりました。ボールを操り、相手チームとの駆け

引きに多くの声援が飛び大変盛り上がりました。

　白熱した試合内容で大会終了後、お弁当を食
べながら親睦を深めていました。
　優勝チームは次のとおりです。
優　勝　宇佐美昭子チーム

（川瀬テル子さん、下田光吉さん、　　
村井三二さん、藤澤　清さん）　　

ＪＡたいせつ東鷹栖年金友の会

春季パークゴルフ大会
～好スコア続出、熱戦が繰り広げられる～

　ＪＡたいせつ東鷹栖年金友の会では、６月11
日鷹栖町丸山パークゴルフ場にて、春季パーク
ゴルフ大会が開かれました。
　当日は、快晴、パークゴルフには最高の天気に
なりコース状態も良好でした。45名の方が参加
し元気にプレーされ、なんと３名の方がホール
インワンを達成され、初心者から上級者までが
一緒になって楽しみながらプレーされました。
　参加者の皆様、大変お疲れ様でした。
　優勝、準優勝の方は次の方々です。
男性の部　優　勝　安部　文男さん　スコア　100
　　　　　準優勝　山崎　　怜さん　スコア　102
女性の部　優　勝　安部ハル子さん　スコア　104
　　　　　準優勝　山田　冷子さん　スコア　105
今後の大会予定
８月20日　鷹栖・東鷹栖年金友の会合同大会　会員のみ
10月上旬　東鷹栖年金友
の会秋季大会　会員・一
般の方も参加可能です。
本所貯金課へ申し込みく
ださい。
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ＪＡたいせつＪＡＥＬ（ジェイル）システムの稼働開始

～出向く営農指導と来て喜ばれるＪＡへ～

営農部では・・・

　営農推進課を中心とした“出向く営農”の実
践として、タブレット端末の（ipad2）の携帯に
よる生産者宅での営農指導とJA情報を提供しな
がら、積極的に出向く営農を実践致します。

購買部では・・・

　本支所資材窓口にタッチパネルPCを設置し、
組合員の皆様と地域住民の方が直接タッチパネ
ルに触れて農作物の病害虫・雑草診断がご利用
になれる「農業電子図書館」サービスを提供致
します。

組合員皆様の積極的なご利用をお願い致します。

JAたいせつJAEL（ジェイル）システムとは

　JA（たいせつ農協）　・E（Electric）：電子　・L（Library）：書庫の頭文字を使用した次世
代端末を農業に活用するシステムの総称・愛称です。

ＪＡたいせつＪＡＥＬシステム開発協力企業
・エイエステック株式会社（旭川市）
・ユーシステム株式会社（旭川市）
・北海道録画センターオーラス研究所
・NTTdocomo旭川永山店
・（社）農文協
・全農肥料農薬部
・日本マイクロソフト株式会社

公共営業本部官公庁営業部

タブレット端末 ipad2

農業電子図書館
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で
縦
切
り
に
し
て
幼
穂
長
を
測
り
、

幼
穂
長
が
平
均
２
亜
に
達
し
た
日
が

幼
穂
形
成
期
で
す
。

柑
前
歴
期
間
の
水
管
理
は
し
っ
か
り
と

（
幼
穂
形
成
期
か
ら
約　

日
間
）

10

　
　

水
温
上
昇
（　

℃
以
上
）
に
よ
り

21

花
粉
数
が
増
加
し
、
稔
実
歩
合
が
高

ま
り
ま
す
。

　
　

こ
の
間
の
最
大
水
深
は　

唖
を
限

10

度
と
し
、
日
中
は
止
水
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
茎
数
が
少
な
い
場
合

（
６
０
０
本
／
㎡
以
下
）
は
幼
穂

形
成
期
か
ら
５
日
間
は
５
唖
の
水
深

に
し
て
分
げ
つ
を
促
進
し
ま
し
ょ

う
。
で
は
水
温
の
上
昇
が
緩
慢
と
な

り
効
果
が
劣
り
ま
す
。

水
　
稲
　
編

　

昨
年
は
、
冷
害
危
険
期
中
は
好
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
い
も
ち
病
の
多
発

に
よ
り
収
量
が
減
収
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
夏
場
の
天
候
不
順
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、基
本
に
戻
っ
て
生
育
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１
。
幼
穂
形
成
期
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。

敢
幼
穂
形
成
期
を
確
認
し
ま
し
た
か

（
主
茎
の
平
均
幼
穂
が
２
亜
の
状
態
の

と
き
）
（
図
―
１
）

　
　

幼
穂
形
成
期
の
確
認
作
業
が
前
歴

期
間
・
冷
害
危
険
期
の
出
発
点
と
な

り
ま
す
の
で
、
平
均
的
な
生
育
の
株

の
主
茎
（
親
穂
）
を
３
〜
５
本
程
度

を
抜
き
取
り
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
等

桓
冷
害
危
険
期
も
し
っ
か
り
深
水
管
理

を（
前
歴
期
間　

日
以
降
の
約
７
日

10

間
）

　
　

冷
害
危
険
期
に
低
温
に
遭
遇
す
る

と
正
常
な
花
粉
が
減
少
し
ま
す
。
冷

害
危
険
期
は
止
葉
と
前
葉
の
付
け
根

に
あ
る
「
葉
耳
」
の
間
隔
（
葉
耳
間

長
）
を
計
測
し
て
判
断
し
ま
す
。
止

葉
と
前
葉
の
葉
耳
間
長
が　

唖
で
冷

-5

害
危
険
期
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

（
図
―
２
）

　
　

水
深
は
幼
穂
の
伸
長
に
合
わ
せ
て

徐
々
に
深
く
し
、
最
大　

〜　

㎝
を

18

20

保
ち
、
低
温
か
ら
幼
穂
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
天
候
不
順
が
続
く
と
止
葉
の

抽
出
が
鈍
り
冷
害
危
険
期
が
長
引
き

ま
す
の
で
、
葉
耳
間
長
を
確
認
し
て

適
時
深
水
期
間
の
延
長
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

たいせつなな
ここが

ポイイント！
（水稲・畑作編）

棺
冷
害
危
険
期
が
終
了
し
た
ら

　
　

全
体
の　

％
程
が
止
葉
と
前
葉
と

80

の
葉
耳
間
長　

唖
と
な
っ
た
ら
冷
害

+5

危
険
期
の
終
了
で
す
。
長
期
間
の
深

水
に
よ
り
根
の
活
性
が
低
下
し
て
い

ま
す
の
で
中
干
し
を
行
い
、
同
時
に

溝
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

款
出
穂
が
は
じ
ま
っ
た
ら

　
　

開
花
受
精
後
の
米
粒
は
急
速
に
成

長
し
ま
す
。
出
穂
が
始
ま
っ
た
ら
直

ち
に
入
水
し
、
米
粒
の
発
育
を
促
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２
。
ケ
イ
酸
資
材
の
追
肥
を
実
施
し
ま

し
ょ
う

　

ケ
イ
酸
資
材
の
追
肥
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
い
も
ち
病
対
病
性
の
向
上

・
不
稔
発
生
の
軽
減
・
タ
ン
パ
ク
含
有

率
の
低
下
な
ど
期
待
が
で
き
ま
す
の

で
、
幼
穂
形
成
期
の
１
週
間
後
に
粒
状

ケ
イ
カ
ル
・
ゆ
め
シ
リ
カ
等
の
ケ
イ
酸

質
資
材
を　

ａ
／　

茜
で
追
肥
を
行
い

10

20

ま
し
ょ
う
。

３
。
圃
場
周
辺
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う

　

圃
場
周
辺
の
イ
ネ
科
雑
草
・
小
麦
・

地
力
え
ん
麦
等
は
、
カ
メ
ム
シ
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
。
出
穂
前
ま
で
に
は
あ

ぜ
草
刈
・
地
力
え
ん
麦
の
鋤
き
込
み
を

終
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
刈
り
取

っ
た
あ
ぜ
草
は
放
置
し
て
お
く
と
、
病

害
虫
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
速

図－２

図－１
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や
か
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

４
。
い
も
ち
病
と
カ
メ
ム
シ
防
除

　

茨
い
も
ち
病
は
、
最
低
気
温　

寿
を

16

超
え
降
雨
が
続
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

ほ
し
の
ゆ
め
・
ゆ
め
ぴ
り
か
作
付
け
田

・
過
去
に
い
も
ち
病
が
発
生
し
た
水
田

や
復
元
田
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
の

で
、
定
期
的
に
ほ
場
の
巡
回
を
し
、
下

葉
の
観
察
な
ど
を
行
い
、
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

芋
い
も
ち
病
と
カ
メ
ム
シ
防
除
は
、

出
穂
期　

と
そ
の
７
日
後
は
必
ず
防
除

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
本
田
防
除
は
、
統
一
し
た
薬
剤
の
使

用
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

畑
　
作
　
編

　

圃
場
を
よ
く
観
察
し
、
生
育
状
況
の

把
握
と
病
害
虫
の
発
生
予
察
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 小　

麦

１
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
油
断
で
き
ま
せ
ん

　

１
穂
当
り
７
〜　

頭
寄
生
す
る
と
減

11

収
し
品
質
も
低
下
し
ま
す
。
出
穂
期
か

ら　

〜　

日
後
に
寄
生
密
度
が
高
ま
る

10

20

の
で
、
よ
く
圃
場
を
観
察
し
、
確
認
し

た
ら
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
散
布
の
際
は
、
安
全
使
用
基
準

を
守
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

２
。
適
期
収
穫
で
高
品
質
小
麦
を
。

　

圃
場
ご
と
に
熟
度
や
水
分
を
把
握
し

収
穫
適
期
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
実
水
分　

％
以
下
が
収
穫
の
目
安

30

で
す
。
子
実
水
分
が　

％
以
下
に
な
る

40

と
、
一
日
当
り
の
水
分
減
少
率
は
大
き

く
な
り
、
高
温
・
晴
天
時
で
は
５
〜
６

％
も
低
下
し
ま
す
。
子
実
水
分
が　

％
40

程
度
に
な
る
こ
ろ
か
ら
子
実
水
分
を
的

確
に
把
握
し
、
適
期
に
な
っ
た
ら
速
や

か
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
（
表－

１
）

 大
豆
・
小
豆

１
。
豆
類
の
追
肥
は
生
育
状
態
を
良
く

観
察
し
て

　

豆
類
チ
ッ
ソ
吸
収
は
開
花
期
以
降
に

増
大
し
て
き
ま
す
。

　

地
力
の
低
い
圃
場
や
、
初
期
成
育
が

不
良
の
場
合
は
追
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
過
度
の
追
肥
や
地
力
の

高
い
圃
場
な
ど
で
は
成
熟
期
の
遅
れ
や

倒
伏
な
ど
に
よ
る
品
質
低
下
を
招
く
た

め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
（
表－

２
）

２
。
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
の
防
除
徹
底
を

　

連
作
ほ
場
で
は
、
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

の
越
冬
密
度
が
高
い
と
推
察
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
防
除
を
徹
底
し
、
被
害
の

軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

表－１

葉による判定爪による判定子実水分

前歯で抵抗なく噛み
切れる。

指先で押しつぶすことは
出来ないが、爪でちぎる
事は容易である。

35％黄熟中期

前歯でちぎることは
出来るが、若干抵抗
を感じる。

爪でちぎる事は出来る
が、若干抵抗を感じる。

30％黄熟後期

表－２

追肥量追肥時期

硫安　25kg／10ａ
第３本葉展開期
（７月上旬～中旬）

小　豆

硫安　25kg／10ａ
開花始め

（７月中旬～下旬）
大　豆

―農薬散布の基本技術―農薬散布の基本技術――
みんなで確認しあいましょう。　　　　　　　　　　　
①隣に別の生産者の圃場がある場合、収穫と散布予定をよく打ち合わせる。
②周りに収穫直前の作物がある場合は、散布日を変更する。
③収穫期の近い圃場は、旗などの目印を立てて、周りの農家に知らせる。
④防除対象圃場に隣接したハウスがある場合は、ハウスの側面を閉めてから防除を行う。

ドリフト防止の注意事項　　　　　　　　　　　　　　
①朝夕の風のない、もしくは風の弱いときに風向きに注意して散布する。
②防除対象の作物にだけかかるよう注意して散布する。
③飛散しにくい剤型の農薬を選んで使用する。
④散布機の圧力と散布水量を適切に調節する。
⑤適切なノズルを使用する。

農薬の使用上の注意事項　　　　　　　　　　　　　　
①ラベル表示を確認し、ラベルに記載された使用方法を遵守する。
②前回使用した薬液が残らないよう防除器具を十分に洗浄する。
③農薬は整理整頓して保管し、残農薬、空容器を適正に処理する。

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
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農産物直売所・貯金係からのお知らせ
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一
、
平
成
二
十
三
年
産
米
出
荷
契
約
等

に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
産
米
出
荷
契
約
・

大
豆
出
荷
契
約
等
に
つ
い
て
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
系
統
組

織
の
販
売
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

年
も
播
種
前
契
約
な
ど
を
積
極
的
に

推
進
し
、
早
期
契
約
・
全
量
販
売
・

価
格
向
上
に
向
け
た
販
売
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
さ
れ
ま
し

た
。尚

、
全
量
出
荷
推
進
の
一
貫
と
し

て
全
職
員
に
よ
る
生
産
者
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
致
し
ま
し

た
。

二
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
版
農
業
電
子
版
図

書
館
の
導
入
に
つ
い
て

出
向
く
営
農
経
済
事
業
の
展
開
を

促
進
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
版
農

業
電
子
版
図
書
館
を
導
入
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
組
合
員
の
火
災
見
舞
に
つ
い
て

組
合
員
の
物
置
全
焼
、住
宅
一
部

延
焼
に
よ
る
火
災
見
舞
い
金
の
贈
呈

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
第
二

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
四
月
末
事
業
実
績
報
告
に
つ
い
て

各
課
よ
り
第
一
四
半
期
・
四
月
末

事
業
実
績
の
進
捗
状
況
を
含
め
報
告

が
あ
り
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

総
代
会
で
決
定
戴
き
ま
し
た
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
機
械
補
改
修
、ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
調
整
施
設
補
改
修
、ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
塗
装
工
事
、鷹
栖
五
・
八

号
倉
庫
屋
根
塗
装
、東
鷹
栖
三
号
倉

庫
前
迂
回
路
道
路
工
事
、本
所
営
農

セ
ン
タ
ー
屋
根
防
水
・
外
部
塗
装
工

事
、鷹
栖
支
所
屋
上
防
水
工
事
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
施
工
す
る
こ
と
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
状
況
に
関
す
る
事
項
の
報

告
」
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
状
況
に
関
す
る
事
項
の
報

告
」
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
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失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
第
二

回
監
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
６
月
１
日　

第
４
回
農
事
組
合
長
・
町

内
会
長
会
議

　
　
　
　
　

刈
払
機
等
点
検
整
備

　
　
　
　
　

〜
２
日

６
月
２
日　

企
画
会
議

６
月
６
日　

上
川
中
央
部
内
部
審
査

　
　
　
　
　

（
金
融
部
・
鷹
栖
支
所
）

　
　
　
　
　

〜　

日
10

　
　
　
　
　

米
全
量
集
荷
一
斉
推
進

　
　
　
　
　

〜
９
日

６
月
７
日　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
９
日　
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」　
　
　

田
植
え
作
業

６
月　

日　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
パ
ー

11

ク
ゴ
ル
フ
大
会

６
月　

日　

長
期
共
済
一
斉
推
進

14

　
　
　
　
　

〜　

日
17

６
月　

日　

上
川
生
産
連
総
会

17

６
月　

日　

東
鷹
栖
年
金
友
の
会
研
修

20

旅
行　

〜　

日
21

６
月　

日　

道
連
総
会
〜　

日

21

22

６
月　

日　

第
３
回
理
事
会

24

６
月　

日　

企
画
会
議

30

６
月 「
た
い
せ
つ
」
の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」
の
あ
ゆ
みみ

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
たた

（
平
成　

年
６
月
１
日
付
）

23
（　

）
内
異
動
前
勤
務

合　

田　

充　

希

購
買
部
機
械
燃
料
課
燃
料
給
油
所

係
（
鷹
栖
給
油
所
）

（
購
買
部
機
械
燃
料
課
燃
料
給
油

所
係
（
東
鷹
栖
給
油
所
）
）

  東鷹栖農連青年部からのお知らせ 
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　東鷹栖農連青年部では７月11日月曜日にドンの加工を行
います。
　前日までに米とドンを入れる袋を持って、ＪＡたいせつ
農業振興課で受付を行って下さい。料金は米一升四百円で
す。
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